
TEL.06-6430-9989
月～金曜日（ 祝日・ 年末年始を 除く ） 午前９ 時～午後５ 時3 0分

FAX .06 6ー 4 09 4ー 29 7   Eｰm a i l   am a-i k u sh i a@ ci ty .am ag asak i .h yo g o . j p尼崎市子どもの育ち支援センター いく しあ

子どもや子育てで困ったら

  子 ど も た ち の 未 来 を 、

  は ぐ く み 、 そ だ て る 。

mailto:ama-ikushia@city.amagasaki.hyogo.jp


0 ～5 歳 小学生 中学生 ～おおむね1 8 歳

家庭児童相談支援

南北保健福祉センター

教育相談・ 不登校の子ども支援

あまぽーと・ アマブラリ

ユース相談支援事業

発達相談支援

いく し あ

子ども・ 子育て総合相談

子育て不安

発達の課題 児童虐待 不登校
ひきこもり

友人関係の
悩み

子育て家庭の
困りごと

児童虐待の相談件数の
増加

発達障害やその疑いの
ある子ども の増加

いじ め、不登校、集団不適応に
悩む子ども の増加

●子ども の教育に関する悩みや、子育てに不安を 感じ る保護者の割合が高い

●子ども や子育て家庭を 取り 巻く 状況が多様化、複雑化、深刻化

※1 8 歳以降も 必要に応じ て、適切な支援につなげます。

●単独機関での対応・ 解決が困難なケースが増加し 、年齢の切れ目のない総合的な支援ができていない。

背  

景

子どもファースト

0 歳から おおむね1 8 歳の

子どもが主体となる支援

縦の連携

「 いく し あ 」は、児 童 虐 待や 不 登 校 、発 達 障 害など 、

日々の暮らし のな かで 課 題や 困 難を 抱える 子ども たちと

子 育て 家 庭に 寄り 添い 、支えるための総 合 施 設 。

児童専門のケースワーカーや医師などの専門職を 配置し 、寄り添い支援を 担う

組織分野にとらわれず幅広い相談に対応し 、支援歴の情報を 一元的に管理する

不登校の児童生徒など、多様な状況を サポートし 、学校とともに課題に対応する

さまざまな関係機関、民間団体と 協力・ 連携して支援を 行う

発達の不安などについての相談に対応し 、心理検査や診察を 通して支援につなぐ※

子どもの年齢に応じ た

切れ目なく 継続的な 支援

横の連携

福祉、保健、教育などが

連携し た 総合的な 支援

母子健康包括支援センター

育む、育まれるすべての人の施設『 育舎』を、優しさが伝わるよう

『 いくしあ』としました。

「 いくしあ」のコンセプトと 特徴

※いく し あでは、医師をはじ めとし た専門職が心理検査や診察などを通じて診立てを行い、子どもと の関わり 方や方向性を一緒に考えます。

　 継続的な治療や投薬、療育（ 障害福祉サービス等）は行いませんが、地域の医療機関等支援機関を紹介し 、連携し ます。2



登 録

更 新

「 いくしあ」の支援機能

●子どもと 子育て家庭状況を確認しつつ、相談業務に従事

子どもと子育て家庭状況

いくしあ職員

子ど も と 子育て 家庭への
支援に必要な

情報を 横断的に把握

児
童
情
報

ケース登録

基本情報登録

対応記録

●氏名、住所、年齢

●保護者・ 家族情報

●健診・ 予防接種歴

●通園・ 通学先、通学状況

●福祉サービス利用状況

●添付資料  など

ケ
ー
ス
情
報

●相談種別、主訴内容

●子どもの状況

●通告者情報  など

●経過記録

●ケース会議結果

●添付資料  など

抽 出

閲覧

庁内各課システム

支援歴の一元管理

主な職種

総合相談

家庭児童相談支援

教育相談・ 不登校の子ども支援

発達相談支援

児童専門のケースワーカ ー、心理士、精神保健福祉士、保育士、家庭児童相談員

児童専門のケースワーカ ー、事務、西宮こども 家庭センタ ー派遣

指導主事、心理士、こども 自立支援員、スク ールソ ーシャルワーカ ー、事務

医師、保健師、保育士、作業療法士、言語聴覚士、心理士、事務

総合相談と 支援歴の一元管理

■主にお悩みや心配ごと のある子どもや子育て家庭を対象と し た総合相談窓口と しつつ、身近な子育て相談も 含め、

幅広い相談に対応し ます。

■専門の相談員が相談者のニーズを聞きとり 、一緒に考え情報提供や助言、解決イメ ージを共有し ます。

■一人ひとり の子どもの支援歴等の記録を一元的に把握する電子システムにより 、迅速かつ適切な支援につなげます。

電子システムの情報はセンシティ ブな重要情報としてセキュリティ を厳重に管理し ます。

子ども・ 子育て
総合相談

家庭児童相談
支援

  教育相談・
不登校の子ども支援

発達相談
支援

保育所・ 幼稚園・

認定こ ども 園・ 学校等

フ ァ ミ リ ー・
サポート センタ ー

児童ホーム・
放課後児童ク ラ ブ

子育てサークル・
つど いの広場

民生児童委員

児童相談所
（ 西宮こども 家庭センタ ー）

児童福祉施設
（ 乳児院、児童養護施設、

障害児入所施設等）

病院・ 診療所

児童発達支援事業所等

母子健康包括支援センタ ー

南北保健福祉センタ ー 保健所

女性センタ ー・ ト レピエ

電
子
記
録
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県

尼 

崎 

市

予防的アプローチ

対処的アプローチ

家庭児童相談支援

■養育上の支援を 必要と する子ども や子育て家庭の相談に対応し ます。

■関係機関と の連携により 、できるだけ早期にハイリ スク 家庭を 発見し 、支援を 実施し ます。

■児童専門のケースワーカ ーがコ ーディ ネート 役と して調整を 行い、支援の一体性、連続性を 確保し ます。

養育上の支援を 必要と する子ども や子育て家庭の早期発見・ 早期対応を 行う こと で、児童相談所の介入が必要な

ケースの減少につなげると と も に、一時保護・ 措置解除後の児童等の安定し た生活を 支援すること で、児童相談所

が適切な介入機能を発揮できるよう 、寄り 添い型の支援拠点と して「 子ども の育ち支援センタ ー いく し あ」を 位置

づけます。

●危機判断と その対応、調査、アセスメ ント 、支援計画の作成等、
支援及び指導等、児童相談所の指導措置委託を受けて市区町
村が行う 指導

県の児童相談所といくし あの機能分担のイメ ージ

○妊娠期から 子育て期にわたる 総合的相談や支援を 実施

○相談、養育環境等の調査、専門診断等（ 児童や家族への援助方針の検討・ 決定）

○一時保護、措置（ 里親委託、施設入所、在宅指導等）

○市区町村援助（ 市区町村相互間の連絡調整、情報提供等必要な援助）等

児童相談所
（ 西宮こども家庭センター）

子どもの育ち支援センター いくしあ
「 市区町村子ども家庭総合支援拠点」予防・ 寄り添い機能、在宅支援機能

母子健康包括支援センター ・  南北保健福祉センター等

要保護児童対策地域協議会

学校・ 教育委員会民生児童委員

民間団体

警  察

児童相談所

弁護士会

児童養護施設

平成2 9 年度から 各年度、尼崎市
職員を 2 人ずつ研修生と して西宮
こども 家庭センタ ーへ派遣。

介入機能

●妊産婦等の支援に必要な 実情の把握
●妊娠・ 出産・ 育児に関する 相談に応じ 、必要な 情報提供・ 助言・ 保健指導

●実情の把握、情報の提供、相談等への対応、総合調整

○子ども 家庭支援全般に係る 業務

関係機関が情報を 共有し
連携し て対応

●一時保護又は措置解除後の児童等が安定し た生活を継続して
いく ための支援  ほか

○その他の必要な 支援

○要支援児童及び要保護児童等への支援業務

「 要 保 護 児 童 対 策 調 整 機 関 」と し て 、支 援の一 体 性 、

連続性を 確保し 、要保護児童対策地域協議会の構成

機関や児童相談所と の円滑な 連携・ 協働を 推進

○要保護児童対策調整機関

●関係機関と の連絡調整
●支援プラ ンの策定

●主担当機関を選定・ 役割分担を確認

●支援の進行状況等を確認・ 共有・ 評価

●関係機関間の調整、協力要請など

「 要保護児童対策調整機関」（ いくしあ）

役割分担・ 連携を 図りつつ、
常に協働して支援を実施

保健機関 医師会

地域子育て支援拠点 保育所・ 幼稚園
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教育相談・ 不登校の子ども支援

■学校園での教育や生活に関すること について、子ども 本人、家族、幼稚園・ 学校の先生などから の教育相談を実施

し ます。

■不登校の子ども の居場所の設置やボラ ンティ アの訪問支援に取り 組み、学校と 連携し た不登校の子ども への

支援を 実施し ます。

■指導主事（ 教育職）が中心と なって、学校やいく し あ内の他の専門職員と 連携し 、子ども の状況に応じ た支援を

実施し ます。

不登校支援のイメ ージ

発達相談支援

発達相談支援 事業相関図

■発達や行動での気になること や困り ごと に、医師や保健師、心理士、保育士、作業療法士、言語聴覚士が相談に

対応し 、支援につなぎます。※

■子どもの発達特性等に関する情報を、切れ目なく 適切に引継ぎが行えるよう 各施設と の連携を図り ます。

○保護者から の相談（ 総合相談への電話・ 来庁）

○関係機関・ 施設から の紹介 ●相談

●心理検査

●診察

◆保護者の理解を深める

◆診立てを行い、支援へつなぐ

◆４・ ５ 歳児を重点的に実施

発達相談

施設支援事業

○関係課より 相談
●虐待被害児（ 家庭児童相談支援）
●不登校児童・ 生徒 （ 教育相談・ 不登校の子ども 支援）

保護者

保育所・ 幼稚園・
学校等施設 

発達相談
支援

つなぐ

連 携

相  談1

いく し あへ
直接相談

4 保護者への
働きかけ

3

訪問等2

支援者へのサポート
●専門職（ 保健師等）による施設訪問
●子どもの観察、施設への助言等

2

●地域の医療機関
  （ 治療、投薬、検査等）

●障害児通所支援事業所

   児童発達支援

   放課後等デイサービス

   保育所等訪問支援

●学校、教育委員会

●保育園、幼稚園

●南北保健福祉センタ ー

●保健所

●児童発達支援センタ ー

主な支援機関

●教職員研修会

●学校環境適応感
  尺度「 アセス 」の活用

不登校の
未然防止・ 早期発見

ボラ ン テ ィ ア によ る
訪 問寄り 添い 型支 援

教育 O B によ る 不登校の
子ど も 支援

教育相談事業

●カウンセラーによる教育
相談

●SSW（ スク ールソ ーシャ
ルワーカ ー）による関係
機関と の連携促進

●心療内科医、精神科医
による相談 

生涯 学習プ ラ ザ等を
利用し た 学習支援

学校以 外の学び の
場 及び 居場所  

●児童相談所

  （ 西宮こども 家庭センタ ー）

●警察

●尼崎少年サポート センタ ー

●医療機関

関係機関等と の連携

不登 校支援 団体
ネッ ト ワーク 会議

不登 校の子ど も を 持つ
親のつど い

不登 校児童生 徒が
通 所する

民間 施設の認定

※3歳以下の子どもは、南北保健福祉センタ ー地域保健課や保健所健康増進課での乳幼児健診等の対応を基本として、連携していく 。

※いく し あでは、医師をはじ めとし た専門職が心理検査や診察などを通じて診立てを行い、子どもと の関わり 方や方向性を一緒に考えます。

　 継続的な治療や投薬、療育（ 障害福祉サービス等）は行いませんが、地域の医療機関等支援機関を紹介し 、連携し ます。

（ サテライト 教室）

（ 教育支援室「 ほっと すてっ ぷ」）

※中学校卒業後、引き 続き 支援が必要な場合も 対応し ます。

（ ハート フルフレンド ）

（ 訪問支援や体験活動の実施など）
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いくしあで実施している事業

家
庭
児
童
相
談
支
援

教
育
相
談
・
不
登
校
の
こ
ど
も
支
援

発
達
相
談
支
援

児 童 虐 待 再 発 防 止
プ ロ グ ラ ム 事 業

子 育 て 家 庭 シ ョ ー ト
ス テ イ 事 業

要保護・ 要支援児童等
見 守 り 強 化 事 業

要保護・ 要支援児童等
心 理 的 ケ ア 事 業

ヤ ン グ ケ ア ラ ー 等
世 帯 訪 問 支 援 事 業

教 育 相 談

スクールソーシャ ルワーカー
（ S S W ） の 活 動

匿 名 報 告 ア プ リ

不 登 校 対 策 推 進 事 業

教 育 支 援 室
「 ほ っ と す て っ ぷ」

ハ ー ト フ ル フ レ ン ド

子 ど も 支 援 教 室

ペ ア レ ン ト
ト レ ー ニ ン グ

子 育 て セ ミ ナ ー

グループ OT（ 作業療法）

施 設 支 援 事 業

テ ィ ー チ ャ ー ズ
ト レ ー ニ ン グ

虐待の未然防止や重篤化を防ぐ ため、 虐待に至っ てし まっ た子育てに悩む

保護者を 対象に、 セルフ ケアと 問題解決力の回復を 目指すプ ロ グラ ム

（ MYTREE ペアレンツプログラム） や、 日常的な見守り 支援を実施する。

子ども を養育し ている家庭の保護者が、 病気や冠婚葬祭などの社会的な事

由によっ て家庭での養育が困難になっ た場合に、 児童養護施設等で子ども

を預かり 、 育児負担の軽減を図る。

支援ニーズの高い子ども 等に対し 、 民間団体等も 含めた様々な地域ネッ ト

ワーク を活用し 、 世帯の状況把握、 食糧支援、 子ども の居場所の提供等を

行い、 子ども と その世帯の支援を実施する。

要保護・ 要支援児童の中でも 特に問題行動の強い子ども やその保護者に対し 、

児童専門の心理士が心理教育・ 心理治療のための心理療法プログラ ムをオー

ダーメ イド で作成・ 実施し 、 子ども の心のケアや親の行動変容につなげる。

概ね18 歳未満のヤングケアラーや要保護・ 要支援児童がいる世帯等に対し 、

訪問支援員を派遣し 、 世帯の家事支援や育児支援を提供するこ と で、 子ど

も 及びその世帯の負担軽減と 自立の促進を図る。

市内在住、在学の 4 歳から 18 歳までの子どもに関する悩みごと や困り ごと について、

児童生徒や保護者、 学校園を対象に教育相談カウンセラーによる電話相談、 面接相談

を行う 。 また、 必要に応じ て心療内科医・ 精神科医による医療カウンセリ ングを行う 。

社会福祉の専門的な知識や技術を活用し 、 主に学校現場で活動する SSW が

支援を必要と する子ども の背景要因を把握し 、 様々な機関と 連携し ながら 子

ども をと り まく 環境への働きかけを行う こ と で、 課題の改善、 解消を目指す。

匿名報告アプリ （ スタ ンド バイ） を活用し 、 いじ めだけではなく 、 様々な

悩みについて苦し んでいる中高生が安心し て相談できる環境を提供する。

不登校児童生徒に対し て、 こ ども 自立支援員等が学校や家庭を訪問し 、 個々の

実態に応じ た教育相談を行う ほか、 生涯学習プラ ザ等を活用し たサテラ イト 教

室、学校での別室指導を行い、基礎学力の補充、基本的生活習慣の改善等を図る。

教育支援室「 ほっ と すてっ ぷ」「 ほっ と すてっ ぷオンライン」 を運営し 、 不

登校児童生徒一人ひと り に対応し た学校以外の学びの場及び居場所を確保

すると と も に、 親を含めた支援者と の連携を行う 。

不登校やひきこ も り 傾向、 別室登校等を行っ ている児童生徒等に対し て、 不

登校の解消に情熱と 理解を有する大学生や社会人をその家庭や学校等に派遣

し 、 当該児童生徒と のふれあいを通じ て自主性や社会性の伸長を支援する。

発達が心配な年長児を対象に、「 遊び」 を通し て身体の使い方や得意、 不得

意なと こ ろを観察し 、 子ども の持っ ている力を発見するこ と で、 保護者が自

身の子ども の理解を深めるこ と を支援する。

子育てに悩んだり 、 育てにく さ を感じ たり し ている保護者を対象に、 子ど

も の行動観察の方法や問題行動への効果的な対処の方法を学ぶために実施

する。

子育てで困っ ている、 子ども の発達が気になる小学生の保護者を対象に、

テーマに基づいた講義を聴き、 子ども への理解を深め関わり 方について学

ぶために実施する。

体の使い方が苦手で、 療育機関等につながら ないケースを対象に、 ダイナ

ミ ッ ク な遊びを通し 、 体の動かし 方を学ぶよう 支援する。 また、 保護者に

は感覚の特性を踏まえた関わり 方や支援の方法を伝える。

各施設等の職員が子ども の対応に困難さ を感じ ている場合に、 専門職が施

設を訪問し 、 関わり 方の助言等を行う 。

子ども の対応に困難さ を感じ ている小中学校の教諭や保育施設等の職員を

対象に、 子ども の行動観察や理解、 対応の仕方について応用行動分析によ

る具体的な対処方法を提供する講座を実施する。



青少年ひきこもり支援

市児童相談所の設置

■対象者

　「 学校に行く のがつらい」「 将来のことが心配」「 気力がわいてこない」「 家族以外との交流が憂鬱」等の不安を抱え

る、ひきこもり 状態にある、もしく はひきこもり になる可能性のあるご本人（ 中学3年生から概ね29歳まで）とその

ご家族。

尼崎市では、児童虐待相談対応件数が年々増加傾向であること を踏まえ、１ つの自治体で児童相談所機能も担い、

関係機関や様々な資源とも連携し 、一貫し た支援を実現することで、児童虐待等により 効果的に対応していく ため、

令和８ 年度に兵庫県から児童相談所業務の移管を受け中核市として児童相談所を設置することを予定しています。

【 相談支援の特徴】

アウト リ ーチ支援

外出や来所の難し いご本人や相談者の希望に

応じ て、 相談員がご自宅や公共施設などへ出

張相談し ます。

オーダーメ イド 支援

ご本人の興味関心や状況に応じ た支援を実施

し 、 一人ひと り の状況に応じ た社会参加を目

指し ます。

【 アウト リ ーチを活用し た相談以外の取り 組み】

ユースアクト （ 当事者活動） 月 3 回程度実施

テレビゲームやハンド ク ラ フ ト ・ ボラ ンティ

ア活動など、 外出のきっ かけと なるよう なプ

ロ グラ ムを 市内の公共施設で実施し ていま

す。

家族交流会 2 か月に 1 回程度実施

同じ 悩みや不安を抱えるご家族が交流する場

を提供し 、　 不安や孤独感を解消し ます。

■ 信頼さ れる、 開かれた児童相談所を目指し ます

（ 仮称） 尼崎市こ ども家庭センタ ー設置基本方針より 抜粋

子どもフ ァ ースト な視点に立った予防から自立まで一貫し た支援の実現

関係機関・ 関係者

本人・ 保護者

ユース相談支援事業

こ ども相談支援課

ユース相談支援事業

委託事業者

④委託事業者へ支援依頼・ 情報提供

⑥支援状況の情報共有

基本理念

■ いく し あと 一体的に子ども一人ひと り に寄り 添った支援を実施し ます

いく し あと 密接に連携し 、 子どもの声を聴きながら 、 子ども一人ひと り の背景や状況に
合わせた柔軟な支援を実施し ます。

児童虐待等の未然防止から措置等による継続的な関わり 、 その後、 自分ら し く 生活できる
までの一貫し た支援を実現するこ と で、 市民の皆様から信頼さ れると と も に、 基礎自治体
の強みを生かし 庁内関係各課や社会資源、 地域の支援者等と と もに支援する開かれた児童
相談所を目指し ます。

⑤本人・ 保護者への
支援実施

情報共有、 支援方法検討、
連携打診、 会議体参加、
資源開拓等

情報共有、 支援方法検討、
連携打診、 会議体参加、
資源開拓等

教育委員会、 南北保健福祉センタ ー、

保健所、 その他

①ユース相談ダイヤルを

通じ て相談

②初回面談実施（ 来所・ 訪問）

③事業申請の受付
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相談室 相談室 親子
相談室
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待合室

相談室

職員
玄関

相談室相談室相談室

授乳室

中 庭

N
ゆり のき

あら かし

相談室

観察室

幼児支援教室の

様子を 観察

幼児支援教室

発達に支援が必要な

子ども の相談室

サロン (遊びのスペース)

待合室 受付兼相談室

プレイ ルーム

集団での子ども の

行動の見立てを行う ※

授乳用の椅子や

流し 台が利用可能

授乳室

家庭児童相談支援／発達相談支援／  教育相談

マット スペースやおもちゃ

などがあり

どなたでも 利用可能

植物名がついた12の相談室

小さ なお子さ まのためにマット スペースや

おもちゃ の部屋も 有

総合相談スタッ フ が常駐子ども のための待合室

※飲食可のスペースも あり ます。

1 F

理解する・ つながる
主に相談を 受けるフロア 2 F

活 動 する・
子どもが体を 動か 

総合相談 発達相談支援

授乳室多機能ト イレ エレベータ ー男子ト イレ女子ト イレ

屋外には汽車型遊具や

教育支援室

「 ほっと すてっ ぷEAST」の農園

シンボルツリ ーの

けやき2 本

中 庭

屋 外

「 いくしあ」 フロア図・ 施設概要

※いく しあでは、医師をはじ めとし た専門職が心理検査や診察などを通じ て診立てを行い、子どもと の関わり 方や方向性を一緒に考えます。

　 継続的な治療や投薬、療育（ 障害福祉サービス等）は行いませんが、地域の医療機関等支援機関を紹介し 、連携します。6

家庭児童相談支援／発達相談支援／  教育相談

活 動する
子どもが体を 動

「 いくしあ」 フロア図・ 施設概要



家庭児童相談支援／発達相談支援／  教育相談・ 不登校の子ども支援

ろ がる
地域と 交流するフロア

ひのき す ぎ
ねむのき

げっ けいじ ゅ
かいのき かいのき り んご

く も く わのき

ぷら たなす

職員室 調理室

診療室

スヌーズレン
ルーム

保護者室
研修室 発達検査室 発達検査室

学習室 学習室
兼カウンセ
リ ング室

受付

前室

保健室

活動室

プレイルーム
(箱庭)

N

教育支援室「 ほっとすてっぷEAST」
不登校の児童生徒が通級

おり ーぶ

こ ぶし

地域交流室感覚統合室

受付

 ルーム

事務室

N

感覚統合室

診療室

スヌ ーズレンルーム

保護者室・ 研修室

地域交流室

グループワークなどを 開催

活動室

学習室 調理室

卓球などの活動に利用

W i-Fi環境が整っ た

子ども の机・ 椅子を配置し た教室 調理実習に利用

プレイルーム(箱庭)

箱庭療法などに利用※

発達検査室

心理士による発達検査

学習室兼カウンセリング室

子ども の机・ 椅子を配置し た

自習し やすい学習室

家庭児童相談支援／発達相談支援／  教育相談・ 不登校の子ども支援

道具を 使って体のイメ ージや

使い方の見立てを行う ※

バブルチュ ーブなどを配置し た

感覚刺激空間※

保護者が待ち時間に

学べる書籍を配置

医師が診察を実施※

建築面積 約782㎡ 建物延床面積 約2,031㎡（ １ 階  約734㎡、２ 階  約708㎡、３ 階  約589㎡）鉄筋コンクリ ート 造 3階建 平成2年築

ひろ がる
か す・ 地域と 交流するフロア 3 F

発見する・ はばたく
子どもの可能性を 支えるフロア

家庭児童相談支援
［ 児童虐待相談 通報］ ［ 養護相談］

教育相談・ 不登校の子ども支援

7



いく しあ 尼崎
看護専門学校

駐車場

グラウンド

正門

あまぽーと

ひと 咲き
タワー

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

アマブラリ

学びと育ちを支援する拠点として「 子どもの育ちを支える機能」 、「 教員・ 職員の人材育成機能」 、

「 市民の交流・ 学習機能」 が有機的に連携します。

N

あまぽーと

活動の場

 オープンラウンジ、ホール、
音楽スタ ジオ等での活動

アマブラリ

学びの場

 青少年学習室、図書コ ーナー、
学びに関するイベント 、展示等

ユース交流センター

青少年の居場所・ 交流の場

教育・ 職員の研修の場

教育総合センター

子ども たちが主体的に生きて
いく ための科学的根拠に基づく

政策を 研究する

学びと 育ち研究所

「 学び」をテーマにし た
まちづく り のプロジェ クト を推進

みんなの尼崎大学

ひと 咲きタワー

あまがさき・ ひと 咲きプラザ

TEL.06-6430-9989
月～金曜日（ 祝日・ 年末年始を除く ） 午前９ 時～午後５ 時30分  FAX.06 6ー409 4ー297

児童相談所
全国共通ダイヤル

24時間
子供SO Sダイヤル

189 0120-0-78310

子どもや子育てで困ったら

  連絡は匿名でも可能。秘密は守られます。

来所相談も でき ます。（ 予約不要）

24時間いつでも！時間外はこちら へ

子どもの育ち支援センター（ 愛称： いくしあ）

発行元 ：  尼崎市 子ども の育ち支援センタ ー  いく し あ  

ご相談はこちらへ
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1 3

4 1

606
園田橋

阪神バス停
「 百合学院」

百合学院

正門

若王
寺池

尼崎市子どもの育ち
支援センター

あまがさ き・
ひと 咲きプラ ザ

（ 旧聖ト マス大学）

若王寺

小中島
1 丁目南

N

尼崎市若王寺2 丁目1 8 番6 号

あまがさ き・ ひと 咲きプラ ザ内

月～金曜日（ 祝日・ 年末年始を 除く ）

午前９ 時～午後５ 時3 0 分

所在地

開 館 日

アクセス 徒　 歩： 阪急園田駅から 約1 5 分

バ　 ス： 阪神バス [ 尼崎市内線1 1 番]  阪急園田駅から 約3 分、

JR尼崎駅から 約1 2 分、「 百合学院」下車すぐ

駐輪場・ 駐車場 有［ 無料］


